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福祉施設整備担当 

障 害 者 福 祉 課 

  

南麻布三丁目保育室終了後の用地を活用した日中サービス支援型 

グループホームの整備手法について 

 

令和７年３月に閉室する南麻布三丁目保育室終了後の用地（以下「本用地」と

いいます。）に整備する「日中サービス支援型グループホーム」は、区が公の施

設として、建て替えます。 

 

１ 本用地の概要等 

（１）概要 

所在地 港区南麻布三丁目５番１５号 

敷地面積 １，１０７．２８㎡ 

用途地域／建蔽率／容積率 近隣商業施設／８０%／３００% 

 

（２）位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 整備施設について 

整備施設等 概 要 設備（国基準） 

日中サービス支援型

グループホーム 

 日常生活の援助、食事、入浴等の
介護サービスの提供に加え、昼夜通
じて職員を１名以上配置し、通所が
困難な入居者に対してグループホー
ム内での日中の支援を実施する。 

（規模：約１，２００㎡） 

居室（７．４３
㎡）、風呂・洗
面所、台所、居
間・食堂 

障害者（児）居場所

づくり事業活動場所 

 障害者（児）の日中における活動
の場を確保し、障害者（児）の家族
の就労支援及び障害者（児）を日常
的に介護している家族の一時的な休
息を目的とする事業を実施する。 

（規模：約６００㎡） 

国や東京都の基
準の中で設置要
件はなく、実施
自治体が決定 
 

                     総延床面積：約１，８００㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この地図は国土地理院地図を使用しています。 

港区立本村保育園 
港区立ありすいきいきプラザ 
港区立麻布子ども中高生プラザ 

港区立麻布運動場 

港区立元麻布保育園 

本用地 

港区立障害者支援ホーム南麻布 
港区立児童発達支援センターぱお等 
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３ 施設等の設置手法 

  区は、これまで他自治体で運営実績のある事業者への視察やヒアリングを 

通し、日中サービス支援型グループホームの整備の必要性を検討する中で、 

一定の施設規模、高い基準の耐震性や設備及び充実した日中支援の確保が求 

められることを確認しています。 

障害者が重度化・高齢化し、あるいは親なき後となっても安心して暮らし 

て行くことができる施設とするため、日中サービス支援型グループホーム 

は、以下の理由から区が建替えにより整備します。 
 
（１）公の施設として整備する理由 

   区が必要と考える施設を整備するためには、耐震基準やエレベーター等

設備の仕様において、高い安全性を求めることから、建設費用等が高額とな

り、その分が入居者の家賃に影響します。 

また、充実した日中支援のためには、これまでの通所先と同程度の活動と 

手厚い職員配置が必要ですが、現行制度では、国や東京都の基準で日中活動 

の具体的な内容が示されていないことに加え、サービス提供に対し支払わ 

れる報酬単価は、生活介護等通所施設での支援と比較して低くなります。 

新たな類型としての制度や報酬体系が定着していない中で、港区ならで 

はの運営内容を想定した施設整備などを民間事業者が行うことは困難であ 

るため、本用地における日中サービス支援型グループホームは、区が公の施 

設として整備することとし、運営手法については、引き続き検討を進め決定 

します。 
 

（２）建替えとする理由 

   南麻布三丁目保育室は、築４５年の建物です。それを踏まえ、日中サービ

ス支援型グループホームとして整備するに当たり、既存建物を改修し増築

する手法と、解体し新築する手法の二つを比較検討しました。 

その結果、障害者の住居としての生活のしやすさや日中活動のスペース確

保、１年当たりのコストなど様々な面において、既存建物を解体し新築する

手法に優位性があることを確認したため、日中サービス支援型グループホー

ムは建て替えて整備します。 
 

なお、「障害者（児）居場所づくり事業活動場所」については、より詳細な 

使用可能面積を確認し、利用対象人数等を検討した上で、運営手法を決定し

ます。 

 

４ スケジュール（予定） 

  令和 ５年度    整備計画策定 

  令和 ６年度    基本設計の実施 

  令和 ７年度    実施設計の実施 

  令和 ８年度～   工事着工 

  令和１０年度    施設開設 


